
2017年も各地で試験を計画しております！ 詳細は弊社営業部まで！

茨城県西地区においては、2016年秋冬期から本格的に

WN-LL749レタスの試験展開を開始しました。本品種の開

発コンセプトは、「県西秋冬レタスの最終盤で、秋~冬レタ

スの間を橋渡しする品種の育成」です。

11月中下旬で、形状・ボリューム共にベストなレタスとなり

得るとの評価を得ました。

2017年秋冬はエリアを拡大して試験を継続します！

◆WN-LL749は各地で評価されています（2016年の結果より）◆

◆静岡県大井川地区◆

悪天候でも草勢バランス良く、結球性安定！

2016年秋は天候不良のため品種により、結球が不安定な作柄でしたが、

WN-LL749レタスは結球性、形状ともに安定しており、収穫しやすいとの評

価を頂きました。

◆群馬県◆

球が乱れず形状は美しい豊円球！

タコ足の発生はごく少なく、2016年の多雨条件

でも株の残存率が高く、秀品率が高いとの評価

を頂いています！

秋どりタイプを

引っ張り過ぎると

⇒低温肥大力不足で

小玉傾向

WN-LL749

⇒低温肥大力、

形状ともに適正

冬どりタイプを

前倒しすると

⇒生育が旺盛過ぎで

暴れ、形状に乱れ

茨城県西における最適作型： 8月25日～9月5日播種⇒11月15日～12月5日収穫


